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Thepresent paper dealswith the variation of theamounts of organic acidsin baby  

ClamwithseasonsandtherelationtN5tWeentheamounts of organlC aCidsandthe spaw・  

mig－time of baby clam．   

The results obtained were a早follows：  

（1）The variationof theamountsoLpropionicacid，α－ketoglutar；cacid an8citric  

acidin baby Clamwith seasons was scarcelyfound．  

（2）Pyroglutamic acid was containedinbaby clamin February，March，June and  

Octotkr，butit was not containedin thatin other months．  

（3）Malic acid was containedlargestin baby clamin Augustand smal1erin that  

inwinter，but the relation between theamount Of malic acid and the spawnlng－time  

Of baby clam was scarcely found．  

（4）Lactie acid was containedlargestin baby clamin August and sma11esti皿that  

in April．  

（5）Succinic acid was containedlargestin baby clamimmediately tcfore the  

SpaWning－tirne，and the amount ofit differedremarkably from 47mg％to226mg％  

With seasons．  

（6）Fuコ1aric acid was containedlargerin baby clarnin March，June，August，Se・  

pteコ1berandOctoberandsmallerhthati皿Whter，and fumaric acid as we11as succinic  

acid was containedlargestin babyclamimmediately before the spawnlng－timeiahd  

the anount ofit was decreasedin the spawlng－time．  

（7）0Ⅹalicacidwascontainedlargerinbaby clよmin summer and autumn and  
Smal1erin thatin autumn and winter．andit was containedlargestin baby clam  

iっ1mediatelytx！forethespawnlng－time，andtheamount ofit was remarkably decreased  

in the spawnlng－timein sprlng．While theamount Ofit was remarkably decreasedin  

the spawmig－timein autumn・   

Generally，it was found that the amounts of organlC aCidsin tnby clam wereinfl・  

uencednotonlybyfreshness，butalsobyseasonsorthespawnlng．thatis，theamounts  

－293－   



oforganicacidsin babyclam becamelargerin summer orimmediately before the  

SpaWning－time and smaller－inwinter or the spawnlng－t；rne．  

アサリのコハク酸含量について著者1）ほ274mg％，高木2）らは217～295mg％、青木3）330mg％  

と報告しているのに対して鴻巣4）らは35．3mg％しか含まれていないと報告している．   

このようなアサリのコ′、ク酸含量の相異について鴻巣らはアサリの鮮度によるものであり，鮮  

度のよい・ものは少なく，鮮度の低下にしたがって増加すると報告している．しかし著者はアサリ  

のコハク較含量は鮮度ばかりではなく，季節にも関係があると考え，その季節変化について調べ  

た，なお他の有械故についてもその季節変化を調べたので，合せてそれらの結果を報告する．  

実 験 方 法   

1．試料の 調製  

伊勢湾産のアサリ（栽巾3．5×4．Oem）をムキ身にし，そのムキ身100gをホモジナイズし，  

10倍量の70％エチルアルコールを加え，硫酸でpH2．0に渦巻し．2時間撹押する．授粋が終ると  

炉過し，残壇は再度抽出した後，炉液を合せて水酸化ナトリウムでpH9．0に詞麗して沈澱を除去  

した後．約600cにて約100mlまで液圧濃縮する．濃縮液は硫酸でpH2．0に禍乾した後．ソックス  

レーの液体抽出器により，エーテルで120時間連続抽出を行ない終了後．エーテルを完全に除去し  

水を加えて一定畳にして有鞍酸分析の試料とした．  

2．定 土 方 法  

2・1有榛酸の分別定量は欝1報l）に準じて行なった．   

2■2 乳酸の定見はBarker，Summersom5）の方法に準じて行なった．   

2・3 秤発性塩基窒莱の定量は富山6）の方法に準じて行なった．  

Tablel Variation of amounts of organic acidsin baby clamwithseasons  

（皿g％in wet matter）   

Organicacid   
Months   ロ  2  3  4  5  6  7  り9  10  円  12   

Propionicacid   19．9  22」4  23．1  20．9  1▲l．9  34．9．  43，8  28．1 23．4  2¢．2  15．2  22．9   

Aceticacid   39．9  19．3  31．6  27．4  22．6  88．1  18．1  105．3 37．0  40．3  15．3  20．1   

Pyruvicacid   3．7  10．2  16，9  6．1  14．9  11．8  13．2 12．2  24．l  8．串  

Fu皿卑ricacid   18．6  1（；．2  97．9  38．0  17．0  75．4  13．6  81．2 74t3  66．2  17．4  15．5   

α－KetoglutaEicacid  10．6  11．9  13．4  ll．9  8．6 18．9  11．6  1ト3  7．8   

Succinicacid   51．5  101．d  125．¢  181．2  79．9  14Jl．8  69．9  116．0 67．6  226．8  47．6  114．9   

L亭Cticacid   34．0  36．3  31．3  17．8  21．1  41．6  27．2  122．547．5  45．6  56．3  23．8   

Pyrog！uta皿icacid  15．9  13．8  a9．2  20．2  

0Ⅹalic由Cid   ld．6  45．5  56．6  37．l  48．5  73．6  55．9  89．8：58．7  67．9  12．4  13．2   

Malicacid   l（‡．3  29．6  a5．0  38．l  29．5  35．3  ∂9．9  卵．8 23．9  29．2  13．9  9．4   

Citricacid  37．4  1．▲1  26．9   16．8    10．4  － 113・9  18．6  i2・9  5．2   

Moisture（％）   87．2  81．2  8！．0  76．0  80．D  80．0  80．0  7叫83・8  8⊥1．6  80．7  83．0   
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結果 と 考察  

アサリの有権酸含量の季節変化は第1真に  

示した如くである．また種発性塩基窒素畳の  

季節変化は第1図に示した如くである．   

これらの結果より明らかな如く，ピログル  

タミン敢は2月，3月，6月，10月には含まれ  

ていたが．他の月には含まれていなかった．  

フマール酸は3月，6月，8月，9月，10月  

に多く（66．2～97．9mg％）含まれていたが．  

冬季には減少（15．7～18．6mg％）していた．  
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コハク酸は10月に最も多く（226．8mg％）11月に最  

も少なく，（ヰ7．6mg％）含まれていた．乳酸  

は8月に最も多く（58．8mg％）4月に最も少  

なく（17．8mg％）含まれていた．リンゴ酸は  

8月に最も多く（58．8mg％）含まれていたが  

冬季にほ減少（12．4～14．6mg％）していた．   

シュー酸は夏から秋にかけて多く含まれ，炊  

から冬にかけて減少していた．酢酸は8月に最  

も多く（105．3mg％）含まれていた．また他の  

有橡酸は殆んど季節変化が認められなかった．  

窪発性塩基窒素量は、冬季よりも夏季にやや多  

く含まれていた．   

安田等7）が最近発表した報告によると日本産  

のアサリには産卵期が，1年に2回ある．そこ  

でこれらの有歳酸のうち特にコハク穀，フマー  

ル酸，リンゴ酸，シュー酸についてその量と産  

卵期との関係について淘ペた．その結果は第2  

～5図に示した如くである．これらの結果より  

明らかな如く，コハク酸は産卵期直前に最高値  

に達し，産卵期に入ると減少していることが認  

められた．  

7マール鞍はコハク酸と同様に産卵期直前に  

最高値に達し、産卵期に入ると減少しているこ  

とが認められた．   

リンゴ酸の含量は産卵期とはあまり関係がな  
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Fig．3 Relation between amount of  
fumaricacidand spawnlng－  
time of bal）y Clam．   
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く，冬季に減少していることが認められた・   

シュー酸は産卵期直前に最高値に達し、初夏  

の産卵期にはそれほど目立った減少は認められ  

なかったが∴秋の産卵期に阜ま著しい滅少が認め  

られた．   

このようにアサリの有権酸含量は季節ならび  

に産卵によってかなりの変化が認められ，一般  

に産卵期直前に多く．産卵期に入ると減少する．  

また冬季に減少することが認められた．中でも  

コハク酸は11月の47．57mg％から10月の226．74  

mg％と著しい凌が謎められた．このことより  

アサリの有橡敢含量は鮮度ばかりではなく季節  

によっても大いに左右されるものと考える．  

要  約   

1．アサリの有械攣含量の季節変化ならびに  

コハク酸．フマール酸．リンゴ酸、シュー酸含  

量と産卵期との関係について調べた．   

2．プロピオン酸、酢酸，八一ケトグルタール  

駿，クエン酸含量ほあまり季節変化が認められ  

なかった．  
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Fig．5 Relati9n between amQunt Of  
oxdlic acid and spawnin女－ti－  
me of baby clam．   

3．ピログルタミン酸は2月、3月，6月，10月に含まれていたが，他の月には含まれていな  

かった．   

ヰ．リンゴ酸含魚は11月，12月．1月にやや減少していたが，産卵期との関係は殆んど認めら  

れなかった．   

5．コハク酸ほ産卵期直前に最高値に達していたが，産卵期に入ると減少していた・また号の  

畳も約47mg％から226mg％と著しい塞が認められた．   

6．フマール酸はコハク酸と同様に産卵期直前に最高値に達し．産卵期に入ると減少していた．   

7．殻の成分として重要なシュー酸は11月，12月，1月に著しい減少が認められた．   

8．揮発性塩基窒素豊は冬季より夏季の方がやや多くなっていた．  
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